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１．はじめに 

交通安全対策を効率的･効果的に実施するために

は、危険箇所の的確な抽出、正確な事故要因分析と

それに基づく的確な対策の立案･実施が必要である。

また、早期に効果評価をし、必要に応じて早期に追

加対策を実施することも必要である。 

一方、国土交通省では、ETC2.0サービスを利用し、

専用の車載器を搭載した車両から、移動経路等のプ

ローブデータ(以下、「ETC2.0プローブ情報」という。) 

の収集・蓄積を開始している。 

そこで道路研究室では、ETC2.0プローブ情報を交

通安全対策に利用する手法を検討している。 

 

２．生活道路における危険性の高い地区の抽出 

ここでは、ETC2.0プローブ情報を利用して、生活

道路で構成される地区の中から危険性の高い地区を

抽出する手法についての研究動向を紹介する。 

ETC2.0プローブ情報には、車両の移動経路を点デ

ータとして収集したもの(走行履歴データ)が含まれ

る。図1には、紫枠で囲んだ地域で収集された走行履

歴データの分布を示す。 

生活道路では、地区内を通り抜ける車両、高い速

度で走行する車両の存在が交通安全上の課題となる。

ここでは、図1の紫枠で囲まれた地域を、多車線で歩

車道分離がされている道路を境界として、いくつか

の地区に分割し、各地区を通り抜けた車両の台数を

集計した（図2参照）。図2中の青丸で囲まれた地区

は、通り抜け交通が多いことがわかる。このように、

ETC2.0プローブ情報を利用することで、生活道路の

交通安全上の課題である通り抜け交通の状況を把握

することが可能である。このような情報を利用して

危険性の高い地区を抽出していくことが考えられる。 

３．今後の取り組み 

ETC2.0プローブ情報では、通り抜け交通の状況の

把握の他、地区内を通過する車両の速度や急ブレー

キの発生状況も把握することができる。このほか、

幹線道路における危険箇所抽出や効果評価等、様々

な場面での利用も考えられる。今後は、これらの方

法の確立に向けた研究を実施していく予定である。 
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図１ 走行履歴データの分布 

 

図２ 地区毎の通過交通台数 

走行履歴データ

鉄道 高速道路 一般国道
主要地方道 都道府県道 その他道路

各地区を通り抜けた車両*の台数（１ヶ月）
～200台 201～500台 501～1,000台
1,001台～1,500台 1,501台～

鉄道 高速道路 一般国道
主要地方道 都道府県道 その他道路

※各地区を通り抜けた車
両は、各車両の移動経路
から、その地区への進入
と進出の両方が確認でき
た車両のみとしている。
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１．はじめに 

近年、カーナビなどによるプローブデータが大量

に収集され、渋滞状況の分析などに活用されている。

プローブデータをリンク別の旅行速度に加工したプ

ローブ旅行速度には、個人の運転嗜好や路側での駐

停車などによる特異な高速度や低速度のデータが存

在するため、分析にあたっては特異なデータの除去

（データクレンジング）が必要である。 

２．データクレンジング手法の概要と特徴 

開発中のデータクレンジング手法の特徴は、個別

車両間の所要時間差に着目する点である。図1の例の

ような駐停車のデータは交通状況分析には適さない

ため、除去などの措置をとるべきと考えるが、個別

車両の旅行速度のみでは混雑による低速度走行のデ

ータと区別ができない。駐停車車両は他の車両との

所要時間差が大きく、混雑による低速度車両は他の

車両との所要時間差が小さいことに着目し、当該リ

ンクの所要時間が同一時間帯における最小所要時間

から一定程度遅れる車両を特異な走行とみなし除去

することを考えた。 

３．データクレンジングの試行結果のその考察 

ETC2.0プローブ情報（2015年4月～6月全国分）の

DRMリンク別上下方向別の旅行速度データに対して、

最小所要時間からの遅れにあたる時間閾値を600秒

に設定してデータクレンジングを試行した。対象件

数は約274百万台リンク、うち除去対象件数は約0.7

百万台リンク、除去対象件数の割合は約0.32％であ

る。同一時間帯の個別車両に着目し、相互比較をし

た。その結果、路側での駐停車など特異な走行と想

定されるデータを除去できていることが確認できた。 

４．おわりに 

大容量データを活用していく上では、分析目的に

照らしたデータクレンジングが重要である。今後、

データクレンジング手法をさらに吟味し、マニュア

ル化などの汎用化策について検討する。 
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図1 除去対象とする走行の例 

 

表1 データクレンジング手法の概要 
項目 内容 

①閾値による

データの除去 

低速度側1km/h未満、高速度側150km/h以上とな

るデータを除去 

②同一時間帯

の道路交通状

況を考慮した

データの除去 

同一時間帯における最小所要時間のサンプル

から600秒以上遅れるサンプルを除去。ただし、

高速道路では80km/h、一般道では30km/hの走行

時の所要時間を最小所要時間の下限とする 

 

表2 データクレンジング前のデータ件数 
速度ランク＼DRMリンク延長 500m未満

500m以上
1000m未満

1000m以上
2000m未満

2000m以上
3000m未満

3000m以上 合計

1km/h未満 101,128 1,730 28 0 0 102,886

1km/h以上10km/h未満 11,992,068 381,337 61,583 7,295 1,913 12,444,196
10km/h以上20km/h未満 21,784,312 1,393,434 182,147 21,286 8,499 23,389,678
20km/h以上40km/h未満 39,880,142 5,829,960 1,169,011 105,362 47,875 47,032,350
40km/h以上60km/h未満 63,059,274 8,611,434 2,945,802 497,285 206,778 75,320,573
60km/h以上80km/h未満 36,702,063 7,951,405 4,152,835 1,162,003 861,972 50,830,278
80km/h以上100km/h未満 23,351,446 7,013,708 5,187,359 2,015,993 1,852,373 39,420,879
100km/h以上120km/h未満 10,918,100 3,441,007 2,727,682 1,246,404 1,332,974 19,666,167
120km/h以上150km/h未満 3,262,987 600,510 427,468 180,034 189,023 4,660,022
150km/h以上 601,744 44,377 17,343 5,410 4,609 673,483
合計 211,653,264 35,268,902 16,871,258 5,241,072 4,506,016 273,540,512

（台リンク） 
 

表3 データクレンジングの除去対象件数の割合 
速度ランク＼DRMリンク延長 500m未満

500m以上
1000m未満

1000m以上
2000m未満

2000m以上
3000m未満

3000m以上 合計

1km/h未満 100.00% 100.00% 100.00% - - 100.00%

1km/h以上10km/h未満 0.25% 10.10% 29.09% 71.17% 80.71% 0.75%
10km/h以上20km/h未満 0.00% 0.00% 0.01% 6.14% 38.98% 0.02%
20km/h以上40km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.81% 0.00%
40km/h以上60km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
60km/h以上80km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
80km/h以上100km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
100km/h以上120km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
120km/h以上150km/h未満 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
150km/h以上 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
合計 0.35% 0.24% 0.21% 0.23% 0.22% 0.32%

大 小
凡例：割合 5 4 3 2 1

※除去対象件数の割合（％） ＝ 除去対象データ対象件数 ／ データクレンジング前のデータ件数  
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